
 

 

 

 

      

        

長崎原爆の日を迎えて 

 本日は登校日でした。毎年この日に「平和集会」が行われ、戦争関連の話を聞いたり、動画を視聴したり、

田助っ子平和宣言をしたり、１１時２分に黙祷を捧げたりしています。終戦から８０年以上の年月がたち、

戦争の記憶がどんどん薄れているように思います。世界に目を向けると戦争や紛争が行われており、解決の

糸口をつかめない状況です。一方で、日本の子供たちは平和な環境の中で育っていますが、戦争のゲームや

戦争映画などの映像を通して、戦いを身近に感じる機会がたくさんあります。戦

いを楽しんでいる様子も見られます。ゲームはやり直すことができますが、実際

の戦争は「やり直し」ができず、多くの命や家族の日常を失わせる悲惨なもので

あることを忘れてはなりません。子供たちへの適切な「教育」もまた平和を守る

ために大切なことです。 

 以下は、平和集会で校⾧が子供たちに話した内容です。 

 

（「焼き場に立つ少年」ジョー・オダネル撮影（1945 年）の写真を見せながら） 
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